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アンガージュマンとはフランス語で社会参加という意
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保護者会
14：00～16：00

桜まつり＠中央公園フリースペース
お休みの印です。
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2014年 4月のアンガージュマンの予定2014年 4月のアンガージュマンの予定

山形物産市
　(はるかぜ書店前)

イベント　　　日付　　　　定員　　　　　主な活動内容

ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ　　　土日祝日除く ２名　話やゲームの相手、ともに過ごす
桜まつり　　　4/5,6　　　　２名　物品販売
物産市　　　　4/11　　　　 ３名　物品販売
はるかぜ書店　平日
　　　　　　　9:00～11:00　２名　清掃、品出し、配達
通信発送作業　4/30　 　　　５名　通信の折り、封入、封止め
下校時の防犯　平日 
              14:40～16:00２名　 町内の巡回、見守り 

今月のボランティア募集
参加希望の方は、046-801-7881までお問合せ下さい。

ＮＰＯ法人アンガージュマン・よこすか 
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13:00  クラフトDay
　　　＠ harucafe

　本当にあっという間の一年でした。
　なによりも、あばうとの子どもたち、はるかぜの研修生の皆さん、ネクストの生徒たち、スタッフやボラン
ティアの方々との出会いが僕にとって何よりも大切な宝物となりました。
　そして、純粋に人と関わる仕事の面白さ、大変さ、嬉しさ、切なさのようなものを濃密に感じた時間となり、
教員になりたいと思った初心を改めて思い直した一年にもなりました。
　
　以前の通信に書かせていただいた通り、自分らしい生き方、自分らしさって何なんだろうと考えながら生活を
してきました。僕にとって、自分らしく生きるということは自分らしく生きている人たちをそのまま受け入れる
ことと同じ様な気がしました。そういう気持ちで生活していると、自分自身の心が楽になり、むしろ自分の生き
方への肯定感が高まる気がしたからです。
　フリースペースでオセロやトランプをしたり、昼食会で用意してもらうおいしいご飯を囲みながらみんなでお
しゃべりをしている、そういった何気ない日々が、いつのまにか自分の周りについていた殻をはがしてくれた気
がします。おいしいものをおいしいねと言いながら食べたり、天気が良いから外に遊びに行ったり、時には勉強
をしたり、普通のことを、あたりまえの様に過ごせるアンガージュマンの自然体の生活が子どもたちの栄養とな
り明日への活力につながっていくのを目の当たりにし、同時に自分自身のことを改めて考えるきっかけになって
いた気がします。

　当初アンガージュマンに来た頃の私は、彼らにとってアンガージュマンのような居心地のよいこのような空間
は、逆に学校や社会に出て行きにくくさせてしまわないかと考えていました。そして、学校に戻るためには何が
できるのか、どうすれば社会に出て行こうとするのかと考え、学校にいくことや社会に出ることが唯一の選択肢
だと考えて彼らと関わっていました。しかし、自分らしく過ごすことや、それを認められたり誰かと共有する時
間を大切にすることで、出て行きにくくなるどころかむしろ彼ら自身の自己肯定感が高まり、自然と成長し、時
が来れば彼ら自身の力で次のステージに歩き出し、彼らのペースで自然とそれを行っていくのを目の当たりにし
て、考え方が次第に変わっていきました。

　今の自分を誰かにそのまま認められることで、新しい自分を発見したり自分を信じて、次のステップに進んで
いく。自分らしく成長できる場があることで、子どもたちは自信を持って成長していく。考えてみれば当たり前
のことなのですが、その当たり前のことを実現し見守ってあげられる環境やそれに対する理解、その事を維持し
ていく様々な人々の働きを知り、目の前のことだけに捕らわれていた自分の考えを改めていく日々でした。

　この１年間で、子供達と関わる姿勢や考え方が変わったと思います。これから出会う子どもたちとは、アン
ガージュマンで出会った子どもたちと同じようにありのままの彼らを認め、
そして自分自身も自分らしく関わって、ともに成長していきたいと思ってい
ます。そして、もし不登校やひきこもりのことで悩んでいる子どもがいたら、
学校というシステムが唯一ではなく、アンガージュマンの様な場があること、
さらに言えば、もっと違う自分に合った場所だってあるかもしれない。そう
いう選択肢が存在するということを伝えたいと思います。

　最後になりますが、こんな自分を受け入れて下さったアンガージュマンの
スタッフや関係者の皆様へは、多大なご迷惑をおかけしたことをお許し願う
とともに、言い尽くせないほどの感謝の気持ちでいっぱいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面へ続く）

アンガージュマンでの一年間
川亦伸治先生からのメッセージ

今月はフリースペースに毎日の予定を入れてみました。
ほかにも、こんなことをやってみたいという希望があれば、
スタッフに教えてくださいね。

暖かくなってきたから、外出もしたいですね！

看板を
新しく
してみました。
手書きで
レトロフォントを
再現しましたよ。

本・雑誌のご注文は

はるかぜ書店へ
046-804-7883☎

フリースペースで、将棋対決！



ボランティア 目に見えること ・ 目に見えないこと

110件のご寄付が集まりました！　ありがとうございます。

昼食会 ひなまつり！　男子がお・も・て・な・し

感謝をこめて…

このくらいで、いいのかな？

バレンタインではないけれど、チョコケーキ★ 桜の植樹祭なにが当たるかな？

　アンガージュマン、年中行事強化プロジェクト！　２月の豆まきに続いて、
３月といえば、女の子のための、ひなまつり。アンガージュマンの女子といえば、
そう、いつもおいしいごはんを作ってくれるケイコさん＆ボランティアーズの
面々。そこで、日頃の感謝を込めて、男子が作るお・も・て・な・しゴハンの
昼食会を企画してみました。
　まずは前日から、買い出し＆仕込み。なにしろ、今回のメニューは初めて作る
ものばかり。理経験未知数の男子たち（りじちょう・のんたん・きっしー・
あさりちゃん）は、「これ、どうすればいいの･･･」と、扱ったことのない食材
を手に、右往左往。そこで、Ｎちゃんとイシイも助っ人としてお手伝いに参加。
切ったり、ゆでたり、混ぜたり、焼いたり･･･作業は夕方まで続いたのでした。
　そして当日も、朝から大忙し。心配そうなケイコさんを台所から追い出し、
ご飯を炊いたり、卵を割ったり。昨日の段取りが活かされて、作業はスムーズに
進み、予定していた12時には昼食会の準備が整いました。

悪戦苦闘の末できあがった「ひなまつり・おもてなしメニュー」は･･･
・ちらしずし（かんぴょう、レンコン、錦糸卵、桜でんぶ、
                                    さやえんどう、ニンジン、海老）
・ハマグリのお吸い物
・菜の花のからし和え
・中華風茶碗蒸し
・３色寒天(ひし餅をイメージ！)

　う～ん、なんて春らしい！　盛り付け、お味とも予想以上の出来栄え
で、「おいしい～」「どうやってつくったの～」と女子たちにも大好評。
ちょっぴりムチャブリだったかしらなんて、実は心配していたのですが、
やり切った男子達も満足そうでした。新しいことに挑戦するのは大変で
すが、その分、達成感も大きいですね。　　　　　　　　　石井利衣子

　勤めていた職場が解散となり、これを気に地元の横須賀でやれることを考えよう、そんな時に記憶をたど
り、頭に浮かんだのが、アンガージュマンでした。当時理事長だった滝田さんを知っていたことも心が動い
た要因でした。最初はボランティアとして、フリースペースで時間を過ごし、その後、非常勤として、お世
話になって５年が過ぎました。あっという間の５年間とはいえ、様々なことが起きた激動の時期でした。思
い返せば、ボランタリー２１基金の助成終了に伴う混乱だったかもしれません。新規事業の立ち上げ、ネク
スト講師陣の離脱、店舗統合、新理事長・事務局長の誕生などを経て、新な時代を迎えています。
　
　これまでのような求心力や専門性は失われていたかもしれませんが、地道に、誠実に事業を行ってきたと
思います。行政や商店街を含め地域の方々や、ミッションに賛同してくれる方々が支えとなってくれること
は以前以上に増したように思います。継続が信頼につながり、力になっているとも思います。取り組んでき
た認定ＮＰＯ法人への道、混乱のなかで、認証を受けた県への報告が遅れてしまい、痛い目にもあいました。
どんな時でも（杯を酌み交わしつつ）、とにかく歩みを止めず、進んできました。
　
　この５年間を通じて、アンガージュマンには、この場に入れて、子ども・若者とかかわれる人が大切だと
思います。2014年度は平日にこの場にいることが難しく、しばらくの間は、別のかかわり方をすることにな
りました。　「自分らしい生き方を手に入れる場所」で出会った方々から生きるエネルギーを感じ、私自身
の日々の糧にもなりました。
　皆さまのご厚情に心より感謝申し上げます。そしてまたこの場でお会いしましょう。　　　　　石川隆博
　

　3/21～23の日程で、東京から高校生を含む若者を中心に、21名で大槌町を訪れてきました。
　寒波の影響で、東北地方太平洋岸を襲った大雪が残る中、雪が降り積もった仮設住宅にある水道メーター
や凍結防止のための水道栓を掘り起こす作業を２時間、急きょ行いました。地元の方と一緒に若者たちがフ
ル回転で、マンパワーをいかし、雪を取り除いていきました。飴やコーヒーの差し入れもあり、感謝をされ
ました。
　私たちが地元から期待されているのは、"心のボランティア”でした。お年寄りと食事やお茶を飲みなが
ら、お話しをすることです。訪れるボランティアの数も減り、お年寄りは外から来る人が持つ情報に関心が
あるとのことでした。思いがけない雪かきは、とても好評でしたが、心のボランティアはというと？でした。
　
　どちらも他者の役に立つことに変わりはないのですが、活動する側の達成感には大きな違いがあります。
目に見えること、目に見えないこと。より目に見えないことへの理解が難しくなっているなかで、どう理解
してもらうかが思案のしどころです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川隆博

　

ごあいさつ
　1年間業務に携わらせていただいた貴重な体験の中で、スタッフの方々、ボランティアの方々の活動、そ
れを取り巻く理事の方々や関係者の方々の思いに感銘を受けるとともに、未熟な自分や、そして今後の自分
の目指すべき姿を考えさせられ多くのことを学びました。
　利益や利潤といった目に見える成果を得られる一般企業とは違い、目に見えない成果のため、むしろ成果
や結果の為ではなく子どもたちが我々を必要としなくなる日を目指して、子どもたちと一緒に過ごしたり、
考えたり、支えたりする日々を過ごしていく献身的な活動姿勢を胸に刻み、学校に戻りたいと思います。

この場をお借りして、感謝の意を伝えたいと思います。短い間でしたが、本当にありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川亦伸治

巻頭より続き

　３月３１日をもって平成２５年度が無事終了いたしました。一年間を通じ、アンガージュマン・よこすか
へのご支援、ご協力に感謝申し上げます。引き続き、平成２６年度の活動へのご支援、ご協力のほどよろし
くお願い申し上げます。
　さて、昨年一年間、特に昨年度末には度々ご寄付の依頼（3,000×100キャンペーン）をいたしましたが、
無事１００件を超えることが出来ました。合計１１０件、金額５５６，０００円が集まりました。ここにご
報告するとともに、改めて感謝の気持ちを表したいと思います。ありがとうございます。今年度はようやく
認定特定非営利活動法人の取得が出来ることになります。
　
　この１か月半でほぼ半分の寄付が集まりました。「島田さんの記事に悲壮感が漂っていたのでは？」とス
タッフに指摘されたり・・・。町の方が声をかけて下さり、わざわざ足を運んで寄付していただきました。
「困った時は言ってね。年取るとお金の使い道なんてないのだから」とHさん。S社長はたびたび「１００件
集まりましたか？　団体の運営に必要なことですよね」と気にかけてくださいました。ボランティアのTさ
んも毎週「１００件集まりましたか？」と声をかけてくださいました。その言葉だけでどれだけ勇気づけら
れたことでしょう。
　この寄付はお名前やご住所も伺うことになりますので、寄付者のお名前を見るたびにお顔を思い浮かべ、
感謝の想いに「浸り」ます。領収証を郵送する時は一筆添えるようにしているのですが、中々気の利いたこ
とが書けずにいます。感謝の気持ちだけでなく、繋がっている・支えられているという感覚も持ちながら、
一枚一枚に書いているのです。
　寄付しやすい環境を整えることがアンガージュマンの支えとなり、ひいては子ども・若者支援の充実につ
ながっていくものです。今後も末永く、ご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　島田徳隆
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